
 

 

 

※ 下水道事業会計は、下水道使用料などを財源とした独立採算の会計であり、一般の会社の会計方式に 

似た方式を取っています。 

そして内訳は、収益的収支と資本的収支に分けられます。 

 

   
※ 収益的収支とは、下水道関係施設の維持管理などの経営に関するお金のことです。 

 

 

 

 

＜収入＞ 

千円 千円 千円

第１款　下水道事業収益 22,807,912 21,876,876 △ 931,036

　第１項　営業収益 20,460,804 19,877,450 △ 583,354

　第２項　営業外収益 他 2,347,108 1,999,426 △ 347,682

予　算　額 決　算　額区　　分
予算額に比べ
決算額の増減

 
 ※ 営業収益とは、使用者の皆様からの下水道使用料や一般会計からの負担金などのことです。 

 ※ 営業外収益とは、市の一般会計や国、県からの補助金などのことです。 

 

 

 

 

 

支払利息

8,269,348

減価償却費

6,775,621

業務費 2,380,823

処理場費 1,377,165

給与費 1,071,610

ポンプ場費 587,431

その他 672,240その他 48,673

一般会計補助金

1,559,838

一般会計負担金

8,175,258

下水道使用料

11,694,095

平成１５年度決算 収益的収支 （単位 千円）

収 入

21,873,786

支 出

21,134,238

消費税及び地方消費税

還付金 395,922



 

＜支出＞ 

千円 千円 千円

第１款　下水道事業費用 21,983,316 21,134,238 849,078

　第１項　営業費用 13,486,029 12,749,204 736,825

　第２項　営業外費用 他 8,497,287 8,385,034 112,253

予　算　額 決　算　額区　　分 不　用　額

 
 ※ 営業費用とは、下水道関係施設の維持管理費と減価償却費（下水道管やポンプ場・処理場の設備などを 

  取得したときの金額を、一時に全額計上するのではなく、その使用に耐える年数で割り、その額を毎年計上 

  していく費用）などのことです。 

 ※ 営業外費用とは、建設するときに借りたお金の支払い利息などのことです。 

 

 

 
※ 資本的収支とは、施設の建設に関するお金のことです。その内訳は、①建設財源である企業債、国庫補

助金、②施設の建設費や改良費、③建設時に借り入れた企業債の償還金などです。 

 

 

 
 

＜収入＞ 

千円 千円 千円

第１款　資本的収入 32,613,033 22,524,626 △ 10,088,407

　第１項　企業債 24,832,000 15,912,405 △ 8,919,595

　第２項　補助金 6,852,759 5,883,394 △ 969,365

　第３項　負担金 他 928,274 728,827 △ 199,447

予　算　額 決　算　額区　　分
予算額に比べ
決算額の増減

 

建設改良費

22,865,114

企業債償還金等

7,845,149

固定資産購入費

848,633

その他 340,684

補てん財源

9,374,954

その他 361,864

負担金 366,963

国庫補助金

5,883,394

企 業 債

15,912,405

平成１５年度決算 資本的収支 （単位 千円）

収 入

22,524,626

支 出

31,899,580



 

 ※ 企業債とは、施設の建設・改良等のために借りたお金のことです。 

 ※ 補助金とは、国から交付されるお金のことです。 

 

 

＜支出＞ 

千円 千円 千円 千円

第１款　資本的支出 42,316,005 31,899,580 7,033,836 3,382,589

　第１項　建設改良費 32,809,962 22,865,114 7,033,836 2,911,012

　第２項　固定資産購入費 893,078 848,633 0 44,445

　第３項　償還金 他 8,612,965 8,185,833 0 427,132

予　算　額 決　算　額区　　分 不　用　額翌年度繰越額

 
 ※ 建設改良費とは、下水道施設（下水道管、ポンプ場施設、処理場施設）の建設や改良・更新にかかる費 

  用のことです。 

 ※ 固定資産購入費とは、事業上必要な固定資産（土地や自動車、器具、電話加入権や施設の利用権など） 

  の購入費用のことです。 

 ※ 償還金とは、企業債の返済金のことです。 

 

 

 

 
 

 

 下水道は、快適で衛生的な生活環境への改善、雨水排除による浸水の防除及び公共用水域の水

質の保全のため、欠かせない都市の重要な基盤施設であることから、下水道整備を「最重要施策」の

一つとして位置づけ、新５か年計画に沿って整備を推進してまいりました。 

  

この結果、平成 15 年度末の人口普及率は 92.1 パーセントとなり、前年度に比べますと、2.0 ポイント

の上昇となりました。 

 

 事業実績としましては、平成 15 年度末の事業認可面積 13,067 へクタールのうち、11,445 ヘクタール

が整備済となり、行政区域内人口 912,720 人に対し、整備区域内人口 840,977 人で、このうち下水道

接続人口は 797,723 人となりましたので、接続率は 94.9 パーセントとなりました。 

 

  

 
▼下水道管工事費 159 億 5,404 万円 

   ○中央雨水１号貯留幹線の建設 （中央区長洲 1 丁目地内他 ・ 施工中） 

   ○宮崎雨水貯留幹線の建設 （中央区宮崎町地内他 ・ 施工中） 

   ○幕張第２雨水１号幹線の建設（花見川区武石町１丁目地内他） 

   ○川崎汚水１、２号幹線の建設 （中央区川崎町地内他）など 

  （※ その他、各地区の面的整備を推進し、合計 394 ヘクタールを整備しました。） 

 

▼ポンプ場工事費 11 億 8,572 万円 

   ○検見川雨水ポンプ場の建設 （施工中） 

   ○ひび野ポンプ場低圧配電盤の更新 

   ○港・寒川地区排水ポンプ場の建設（施工中）など 



 

▼処理場工事費 45 億 9,229 万円 

   ○南部浄化センター水処理施設土木工事 （高度処理施設 ・ 施工中） 

   ○    〃      特別高圧受電設備の増設 

   ○    〃      高圧配電盤の更新など 

 

今後とも、普及率の向上や雨水対策など下水道の整備を積極的に推進するとともに、施設の適切

な維持管理を図り、事業経営の効率化に努めてまいります。 

 

 

 

※ なお、さらに詳しい情報をご覧になりたい方は、中央コミュニティセンター２階、市政情報室で資料

の閲覧が可能ですのでご利用ください。 

 


